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1.本学の映像教育の目標
(1)　現代人に必須な映像言語能力-映像メディア・リテラシーを獲得する。

(2) 鑑賞と創作の歓びを知り、人生を豊かに生きる力を身につける。

(3) 映像メディアを通じて社会や文化について考える力を身につける。
2.『映像表現論』　講義のねらいと概要
映像情報が洪水のように流されている現代において，賢いオーディエンスとして，映像メディアといかに能動的・創造的に関わっていく力を身につけていくかはきわめて大切なテーマである。そのためには，映像メディアの送り手の側のテクニックや発想などについても学び，これにたいする優れて批評的な洞察力―すなわち、メディア・リテラシーを養うことが重要である。

「映像表現論」では,映像表現技術の発達について，歴史的観点（映画発達史）を基軸としつつ学んでいく。わが国ならびに諸外国における映像作品を紹介し，表現技術の発達のプロセスを辿りながら，映像メディアのつくり手の手法や発想のあり方を知る。
3.『映像表現論』　2013年度授業計画（シラバス）

	回
	日程
	授　業　内　容

	1
	9月25日（水）
	#1映画誕生～ボゥパから映画へ

	2
	10月2日（水）
	#2 映像言語の基本概念　（１）　映像を表現する言葉　/　ｶﾒﾗﾕﾋﾞｷﾃｨ

	3
	10月9日（水）
	#3 映像言語の基本的概念　（2）　ﾓﾝﾀｰｼﾞｭ理論

	4
	10月16日（水）
	#4　映像言語の基本的概念　（3）　ｶﾒﾗﾜｰｸ / ｲﾏｼﾞﾅﾘｰﾗｲﾝ

	5
	10月23日（水）
	#5　映像表現の基本概念　（4）　ｶｯﾄと編集 / ここまでの学習のまとめ

	6
	10月30日（水）
	#6　ｶﾒﾗとﾚﾝｽﾞ　（1）　焦点距離と画角

	7
	11月6日（水）
	#7 ｶﾒﾗとﾚﾝｽﾞ　（2）　露出と被写界深度

	8
	11月13日（水）
	#8自主制作映像の方法と意義　作品鑑賞

	9
	11月20日（水）
	#9映画表現の発達　（１）　ｻｲﾚﾝﾄ映画からﾄｰｷｰ映画へ

	10
	11月27日（水）
	#10映画表現の発達　（2）　発展期の映画表現

	11
	12月4日（水）
	#11 _映画表現の発達　（3）　成長期の映画表現

	12
	12月11日（水）
	#12映画表現の発達　（4）　成熟期の映画表現

	13
	12月18日（水）
	#13　映画表現の発達　（5）　日本映画の100年

	14
	1月8日（水）
	#14　特撮撮影技法　（１）　特殊撮影の表現

	15
	1月15日（水）
	#15　特殊撮影技法　（2）　ｽﾄｯﾌﾟﾓｰｼｮﾝからCGへ　/　授業評価

	


4.受講上の留意点

(1)配布物･･･ホール入口に出された授業用のレジュメ（プリント）と、出席カードを必ずとって入場してください。
＊レジュメ（プリント）のない週もありますが、出席カードは毎週必ず配布します。
(2)出席･･･出席票に学籍番号・氏名、授業の中でのキーワード（指定のブランクに記入）、および授業への感想（質問・意見も）をすべて記入のうえ、授業後に「出席ポスト」に入れて、退室すること。

　　　授業への感想欄が空欄の場合は、出席としてカウントしないので注意すること。
＊他者による代筆は厳禁。代筆した者・して貰った者は、ともに単位を失う。

＊電車の遅延や通院などの事情によって遅刻した場合は、その旨書き添えること。
＊個人的ﾒｰﾙ歓迎：回答を求めたい質問・意見については、伊藤研究室へﾒｰﾙすること。ito@rsch.tuis.ac.jp
(3)成績評価・その他について
①出席率および出席ｶｰﾄﾞの記入内容、試験（課題）、および受講態度などから総合的に成績を評価する
②出席率3分の2未満（出席9回以下）の者は不可とする。
③私語厳禁でお願いします。といっても無反応・無感動では困りますが･･･。態度不良者には退出を命じます
(4)ノートブックパソコンを開くことを禁じます（特に後列の人の映像鑑賞の妨げとなるため）
(5)特記事項　「映像表現論」は選択必修科目なので、この単位をとらなければ卒業できないというわけではなく、映像表現や映画史に興味のない者が履修する必要はない。提示する映像も見ずに私語だけしにくるような者は、他の学生に迷惑なだけなので、履修を遠慮してもらいたい。  
